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■実施内容  

 

令和元年の「農福連携等推進会議」において、今後の推進の⽅向性を⽰す「農福連携等推 

進ビジョン」が決定された。本事業では、ビジョンに掲げられた、「知られていない」「踏み
出しにくい」「広がっていかない」といった課題に対し、農福連携を全国的に広く展開し、裾野
を広げていくため、  

① 認知度の向上  

② 取組の促進                      

③ 取組の輪の拡大  

に対応する取組として、普及啓発を図るため、農福連携セミナーおよび農福連携取組促進フォ
ーラムを実施した。  
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■認知度向上セミナー  

第１回農福連携セミナー  

本セミナーでは農福連携に取り組み、成果を上げている全国の 3 団体の代表者と、東
海大学 濱田健司教授を講師として招き、専門家、農業者、福祉団体、企業等それぞれの立
場から農福連携のメリットについてご紹介いただいた。セミナーの後半では、自分の考えを
整理するワークを実施した。  

  

■セミナー概要  

・日時：令和 4 年 8 月 29 日(月)   13:00～16:00   ※12:30～受付開始  

・場所：オンライン  

・オンライン参加者数：198 名  

・内容：農福連携に興味のある⽅に向けて第一歩の話を専門家、農業者、福祉団体、企業等の

各講師から講演を実施。  

  

１，【総論】農福連携が目指すもの    ～地域を支える多様な共生社会～  

        講師：学校法人東海大学 教授   濱田健司氏  

２，【農業者による取組】夫婦２人のイチゴ畑。農福連携のきっかけと初めの一歩  

        講師：株式会社おおもり農園 代表取締役   大森一弘氏  

３，【福祉団体による取組】活躍の舞台は地域！地域の一員として、一人一人が輝ける農業の
仕組みとは  

        講師：社会福祉法人喜和会 太陽の里 事業課 課長 矢野真吾氏  

４，【企業による取組】農業×福祉の枠を超え、持続可能な利益循環をめざす「商工農福連携」
とは  

        講師：株式会社八天堂ファーム 代表取締役   林義之氏  

５，ワークシート＆フィードバック  

        各自の考えを整理・深める時間と、東海大学濱田教授によるアドバイス  

  

  

参加者は、行政関係者、農業者、福祉関係者、民間事業者の各領域について、幅広な層にバラ
ンスよく参加頂けた結果となった。また本セミナーの主要なターゲットである初期的関心
層からも多くの参加を得られたことは次回にもつながる知見となった。  
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第２回農福連携セミナー  

■セミナー概要  

第１回セミナー（８月２９日開催）と同様に、初期的関心層の興味・関心に沿い具体的な
一歩を踏み出すために役立つことをテーマとしながら、第１回とは異なる講師陣を迎える

ことで、新たな視点・考え⽅を知ることができるセミナーを企画。農福連携に興味のある⽅全

般を対象とし、農業、福祉、企業等の幅広な層へ届けることを目指した。農福連携に取組み始
めた第一歩の話を、専門家、農業者、福祉団体、企業等の各視点から伝えるべく、４名の講師
を招聘した。  
各講師それぞれ２０分の講演を行った後、１０分の質疑応答を実施。また、農林水産省か

らの農福連携に関する情報提供も行われ、最後に聴講者参加型のワーク＆フィードバック 

（「参加者と総論講師による対話」）を実施。  

  

・日時：令和 4 年 11 月 15 日(火)   13:00～16:00   ※12:30～受付開始  

・場所：オンライン  

・オンライン参加者数：178 名  

・内容：農福連携に興味のある⽅に向けて第一歩の話を専門家、農業者、福祉団体、企業等の

各視点から、講師による講演を行った。  

  

１，【総論】農福連携のこれから    ～つながるノウフク、広がるノウフク～  

        講師：千葉大学 教授   吉田行郷氏  

２，【農業者による取組】農業の役割を追及して見えてきた、農業・福祉・医療の架け橋    講師：
株式会社笠間農園 取締役 笠間令子氏  

３，【福祉団体による取組】マネジメントのポイントは３つの目線  

        講師：社会福祉法人土穂会 ピア宮敷   内野美佐氏  

４，【企業による取組】自治体との連携で地⽅の課題解決に取り組む農福連携とは  

        講師：パーソルサンクス株式会社 代表取締役社長   中村淳氏          

５，ワークシート＆フィードバック  

        各自の考えを整理・深める時間と、千葉大学吉田教授によるアドバイス  

  

セミナーの内容については、各事業者が取組んでいる農福連携の具体的な実態や、着目し
たきっかけ、取り組み初期のエピソード等を中心に親しみ易い内容を話してもらい、農福連携
のメリット・課題や、取り組むにあたって受けられるサポート体制等、実践的な事柄も盛込ま
れた講演となった。参加者層は、第１回に引き続き、行政関係者、農業者、福祉関係者、民間事
業者の各領域について、幅広な層がバランスよく参加し、本セミナーの主要なターゲットで
ある初期的関心層からも、多くの参加を得られた。  
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農福連携交付金活用セミナー 概要及びアンケート  

  

■セミナー概要  

農福連携の一層の推進に向け、障害者等の農林水産業に関する技術習得、農業体験を提供
するユニバーサル農園の開設、作業に携わる生産・加工・販売施設の整備等を支援する、農山

漁村振興交付金（農福連携対策）の活用を検討している⽅及び初期的な関心のある⽅の双 

⽅に向けて、過年度に採択された農業者・福祉団体の事業者からの講演と農林水産省からの概

要説明を行うセミナーを企画し、農業者・福祉団体の各視点から伝えるべく、２名の講師を招
聘し、事例紹介を交えながら交付金申請時のポイントを講演後、農林水産省からの概要説明を
行った。  

  

■開催概要  

・日時：令和 5 年 1 月 24 日(火)   13:30～15:00  

・場所：オンライン  

・オンライン参加者数：235 名  

  

講師  

【農業者による事例】  

事例報告：株式会社笠間農園   取締役   笠間令子氏  

テーマ：作業環境の改善と視察・研修を通した学ぶ機会の創出  

【福祉団体による事例】  

事例報告：特定非営利活動法人縁活   代表   杉田健一氏  

テーマ：加工生産への交付金活用とその後のネットワーク展開  
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■農福連携取組促進フォーラムの実施  

金沢フォーラム  
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■概要  

金沢会場は地⽅ブロック４箇所で行う農福連携取組促進フォーラムの初回だったが、参

加人数は合計で 230 名となり、注目度の高さがうかがえた。ノウフクアワード受賞者達
の実績を伴った発表は心に響くものもあり、さらに経営に直結する課題の解決事例なども
あって、参加者の知見の獲得に寄与したものと見込まれる。  

■参加者  

リアル参加者：37 名      

オンライン参加者：183 名  

  

■ 写真（登壇の様子）  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

【動画 URL】 https://youtu.be/efJkh12snCQ  

  

  

  

  

  

  

https://youtu.be/efJkh12snCQ
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東京フォーラム  
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■ 概要  

東京会場は現地参加者の割合が多く、総参加人数は 309 名となり、注目度の高さがうか
がえるフォーラムとなった。特に民間企業からの参加が多く、農福連携に対するニーズを感
じる回となった。  

■参加者  

リアル参加者：51 名      

オンライン参加者：258 名  

  

■ 写真（登壇の様子）  

  
 

  

【動画 URL】 https://youtu.be/226YXE6HSPY  

  

  

  

  

  

  

  

https://youtu.be/226YXE6HSPY
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熊本フォーラム  
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■ 概要  

熊本会場は他の会場と比較して刑務所や矯正局からの参加割合が多く、農福が障害者だ
けによらない、新しい形を模索させる質問が多く出て活発に議論された。また離島における農
福連携は地域を形成する必要不可欠な役割をしていることの再認識につながった。  

  

■参加者  

リアル参加者：31 名      

オンライン参加者：208 名  

  

■ 写真（登壇の様子）  

  

  

【動画 URL】https://youtu.be/CxOBg73erwg  

  

  

https://youtu.be/CxOBg73erwg
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京都フォーラム  
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■概要  

最終回となる京都会場では、講演だけでなく事例紹介のプログラムを設けた。近畿厚生局
より紹介をいただいた登壇者（特定非営利活動法人たかつき）の事例発表をいれたため、プ
ログラム 1 つあたりの時間は短いものの、様々な角度からの講演やディスカッションが
行われた。また、会場では、さんさん山城様の事業所で製造・販売を行なっている商品をお持ち

いただき、ミニ販売会を実施した。講演を聞くだけではなく、実際に障害者の⽅が販売してい

る姿をその場で見ていただいたことで、より農福連携の理解の促進につながる機会を提供
できた。  

  

■参加者  

リアル参加者：55 名      

オンライン参加者：201 名  

  

■ 写真（登壇の様子）  

  
 

  

【動画 URL】https://youtu.be/-yKW8QtCa48  

  

https://youtu.be/-yKW8QtCa48

